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１
月
12
日
、
退
職
者
連
合
は

第
３
回
幹
事
会
を
行
い
ま
し
た
。 

人
見
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
今
回
か
ら
新
し
く
幹
事
に

な
ら
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
ひ
と
言

ず
つ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 そ

の
後
、
各
委
員
会
か
ら
の

報
告
に
移
り
、
30
周
年
記
念
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
次
世
代
継
承
委
員
会
」
か
ら

は
、「
中
間
報
告 

次
の
世
代
に

継
承
す
べ
き
社
会
と
は
」
に
つ

い
て
詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

東
北
、
東
海
、
北
陸
、
近
畿
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
活
動
の
困
難
さ
、
役

員
継
承
の
苦
労
な
ど
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
・
県
の
活
動
の
様
子
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

中
間
決
算
・
監
査
に
つ
い
て

の
報
告
、
承
認
の
後
、
今
次
通

常
国
会
に
向
け
た
退
連
と
し
て

の
政
策
制
度
要
求
に
つ
い
て
提

案
、
議
論
が
行
わ
れ
、
若
干
の

補
強
を
受
け
て
原
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

           
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
感

染
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
３
密
を
避
け
、

感
染
し
な
い
、
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

C

O

P

26
で
日
本
は
化
石
賞

を
受
賞
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
は
他
人
事
で
は
な

く
、
私
た
ち
も
関
心
を
深
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
５
月

ご
ろ
に
環
境
問
題
の
学
習
会
を

や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
年
の
初
め
、
第
二
次
大
戦

の
戦
勝
国
５
大
国
が
「
核
戦
争

に
勝
者
は
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
世
界
全
体
に
相
互
不
信
が

広
が
っ
て
お
り
、
核
兵
器
の
拡

散
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
核
兵

器
禁
止
条
約
を
日
本
も
早
く
批

准
す
る
よ
う
、
迫
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。 昨

年
の
総

選
挙
は
非
常

に
残
念
な
結

果
で
し
た
。
こ
の
流
れ
を
変
え

る
た
め
に
も
、
夏
の
参
院
選
は

大
き
な
戦
い
で
す
。
皆
さ
ん
の

組
織
内
候
補
、
連
合
推
薦
候
補

の
必
勝
に
向
け
て
取
り
組
み
の

強
化
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
日
の
幹
事
会
で
は
私
た
ち

の
春
要
求
を
決
定
し
、
そ
の
内

容
で
政
府
に
要
請
し
て
い
き
ま

す
。
生
活
の
要
と
し
て
の
年
金

制
度
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。 

政
府
は
「
全
世
代
型
社
会
保

障
構
築
会
議
」
を
設
置
し
、
ま

た
「
新
し
い
資
本
主
義
実
現
会

議
」
も
発
足
し
ま
し
た
が
、
ま

だ
具
体
策
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。 

連
合
の
新
年
交
歓
会
で
は
岸

田
首
相
も
賃
上
げ
が
必
要
だ
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
連
合
の
掲

げ
る
４
％
賃
上
げ
に
向
け
て
連

合
が
こ
の
春
闘
で
が
ん
ば
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
参
院
選
で
も
が

ん
ば
れ
る
よ
う
に
、
連
帯
し
て

現
退
一
致
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

退
職
者
連
合
は
昨
年
結
成
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
日
を

ス
タ
ー
ト
に
、
ま
た
あ
ら
た
な

30
年
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 
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第
３
回
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た 

１
月
12
日
（水
） 

新しく幹事に就任された皆さん 
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あいさつする人見会長 
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１
月
５
日
、
連
合
は
新
年
交
歓

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
連
合
の

構
成
組
織
代
表
、
来
賓
等
約
３

０
０
名
が
参
加
。
退
職
者
連
合

か
ら
は
人
見
会
長
が
参
加
し
ま

し
た
。 

芳
野
連
合
会
長
は
主
催
者
代

表
挨
拶
で
今
年
の
課
題
と
し
て
、

①
安
心
社
会
の
実
現
、
②
参
議

院
選
挙
で
推
薦
候
補
の
必
勝
を

め
ざ
す
、
③
連
合
運
動
・
組
織

の
強
化
等
、
を
訴
え
ま
し
た
。 

９
年
ぶ
り
に
政
府
を
代
表
し

て
出
席
し
た
岸
田
首
相
は
、
①

コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
、
②
新
し

い
資
本
主
義
の
実
現
に
賃
金
引

上
げ
が
必
要
だ
と
発
言
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
上
、
交
歓
会

は
約
30
分
で
終
了
し
ま
し
た
。 

12
月
23
日
、
退
連
は
連
合
総

合
政
策
局
と
22
年
通
常
国
会
に

向
け
た
政
策
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
退
連
か
ら
は
、
北
村
政
策

委
員
会
委
員
長
、
川
端
同
事
務

局
長
ほ
か
事
務
局
が
、
連
合
か

ら
は
佐
保
総
合
政
策
推
進
局
長
、

富
田
総
合
政
策
推
進
局
長
ほ
か

局
長
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
早
川
事
務
局
長
が
退

連
の
重
点
要
求
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
各
項
目
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

連
合
か
ら
は
、「
生
活
保
護
の

理
念
の
徹
底
」
が
「
女
性
の
社

会
的
尊
厳
の
確
立
」
の
項
に
あ

る
の
は
何
故
か
、
と
い
う
質
問

が
あ
り
、
こ
の
間
の
女
性
に
対

す
る
暴
力
と
そ
の
背
景
を
踏
ま

え
た
内
容
で
あ
る
旨
、
野
田
事

務
局
長
が
回
答
。
デ
ジ
タ
ル
庁

問
題
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
、
年
金
に
つ
い
て
も
意
見
交

換
を
行
い
、
連
合
か
ら
は
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に
つ
い
て
、

次
期
の
財
政
検
証
で
厳
し
い
結

果
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
生
活

保
護
水
準
と
セ
ッ
ト
で
支
給
の

切
り
下
げ
が
表
面
化
す
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

 

あいさつする芳野会長 

ミャンマークーデター政権に抗議する東京デモに参加 

 

12月 26日、数年に一度という寒波の新宿

中央公園に、在日ミャンマー人ら約 400人が

集まりました。昨年 2月 1日のミャンマー国

軍のクーデターに抗議し、祖国に民主主義の

回復を求める東京デモに参加する人々です。 

ミャンマーは多民族国家で、祖国を離れた

日本においても、各グループが分散交流しているのが実態ですが、

国軍による民衆への弾圧に対しては、すべてのグループが心を一

つにして抗議行動を続けています。 

 午後 1 時半、明るい日差しを浴びながらデモ出発前の集会が始

まりました。この日は日本の市民団体や、労働組合からは連合の

山根木副事務局長（退職者連合副会長）、JAMの安河内会長（JAM

ゼネラルユニオン委員長）らも参加しました。挨拶に立った山根

木副事務局長は「クーデターによる暴力的な政権奪取や民衆への

弾圧は許されない。在日ミャンマー人の皆さんの運動を支援して

共に闘う」と決意表明しました。 

また安河内会長は「JAMはFWUBC

（在日ビルマ市民労働組合）の結成に協

力し、ミャンマーで労働組合活動家養成

も行ってきた。ミャンマーに民主主義が

回復するまで皆さんと共に闘ってゆく」

と力強く訴えました。 

その後、西武新宿駅付近までの約 5 キロをデモ行進し、独裁反

対の意思表示である三本指のピースサインを送りながら、沿道の

市民にプラカードや街宣で支援を呼びかけました。 

解散後は、下落合の公民館で開かれたFWUBCの総括懇親会（忘

年会）に参加。ミャンマー現地で一時国軍に拘束されたジャーナ

リストの北角裕樹さんやFWUBC結成当初から医療面でお世話に

なった港町診療所の山村淳平先生も参加しました。閉会間際に駆

け付けた立憲民主党の石橋通宏参議院議員（ミャンマーの民主化

を支援する議員連盟事務局長）は日本政府のミャンマー軍事政権

に対する微温的対応を厳しく批判し、民主化を求めるミャンマー

の人々に熱い連帯の挨拶を行いました。 

（早川行雄 退職者連合副事務局長） 

連合山根木副事務局長 

JAM安河内会長（一番左） 

新
年
交
歓
会
開
催 

連
合 

２
０
２
２
年 

当面の日程変更について 

★2月 9日（水）全国事務局長会議 

 ⇒ 5月 19日（木）に延期します。 

★2月 10日（木）院内集会 

   10：00 参院議員会館 1階講堂 

 ⇒ 地方からの参加は中止し、人数を

絞って産別代表の参加で実施しま

す。後日、動画を配信します。 

    

連
合
総
合
政
策
局
と 

政
策
調
整
会
議
を
実
施
（
12
月
23
日
） 


